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日中国際音楽交流の旅を終えて・・・顧問：田中健一
わが街江津市は国際交流を盛んに行なっているが、江の川高校吹奏楽部でも２年前から中国の留学生を受け入れ、音

楽を通じての交流を行っている。今回はその交流をさらに深めるために以前から中国の留学生の楽器指導に携わってこ
られた江津市周辺在住の若手演奏家と江の川高校吹奏楽部で中国に出向き音楽文化を通じての国際交流ができればと考
えた。また島根県を代表する指揮者の谷口栄一氏（前島根県吹奏楽連盟理事長）に加わっていただき世界に通用する演
奏を目指し中国を訪問した。

今回の音楽交流は大きく分けて二つのステージが用意されていた。一つは第３回日中音楽交流演奏会である。これは
日本の日中友好協会からの推薦を受けたものであり、日本代表として国家図書館大ホールで演奏をした。日本からは我
々の他に東京の市民団体が出場した。日本の吹奏楽の水準は世界一と言われており中国の吹奏楽愛好家は全ての演奏に
対して客席から身を乗り出して聴いていたのが印象的だった。また、二つ目は、北京経済技術開発区実験学校での演奏
会である。江の川高校との姉妹校提携を結んでおり、多くの留学生が実験学校からも日本に来ている。今回は音楽を通
して実験学校との交流を深め、さらに友好的な関係を築くことができた。ただ残念だったのは時を同じくして安部首相
が訪中しており、その歓迎演奏等の関係でお願いしていた楽器が借用できず、さらには演奏会のタイムスケジュールが
大幅に狂ってしまったことである。

当初この演奏旅行の依頼があったときは、正直中国の音楽レベルを考えると一つ返事でお受けすることに躊躇した。
しかし、実際行って中国の演奏を聴き、さらに指導者と交流することで今回の演奏旅行が我々の今後の演奏活動におい
て大変意味あるものだと気付いた。もちろん演奏のレベルや楽器の扱いについてはまだまだのところがあるが、楽器の
技術を高めようという向上心は我々以上のものがあり、世界一の発展を見せている経済はもちろん音楽文化の面でもい
ずれ日本を追い抜くだろうと感じた。そのような音楽に対する情熱を日本側の生徒も強く感じ、また指導する立場の私
たちも含めもう一度原点に返り音楽というものを見つめ直す良い機会になったことは言うまでもない。

江の川高等学校 吹奏楽部３年 森口卓真
１０月８日に中国で行われた「日中友好吹奏楽フェスティバル北京大会」に行ってきました。江の川高等学校吹奏楽

部は海外演奏は始めてで、きちんと日程がこなせるか心配でした。北京に到着した時は言語の違いに戸惑い、道に迷っ
たりもしましたが、無事にホテルに着くことが出来ました。

北京にある本校の姉妹校でもある、北京実験学校で練習やリハーサルをし、１０月８日本番当日がやってきました。
中国国家図書館音楽ホールという、中国でも一番大きなホールで演奏することになりました。会場は満席で日本代表も
中国代表もとてもいい演奏をし、会場は大いに賑わいました。本校吹奏楽部も、日本代表にふさわしい演奏が出来たと
思います。演奏は大成功に終わりました。

１０月９日は北京実験学校で演奏会がありました。我々吹奏楽部はフェスティバルで演奏した曲を聴いていただきま
した。実験学校の生徒さんたちも民族楽器を使って、演奏を披露してくださいました。この会でもまた素晴らしい演奏
が出来たとうれしく思っています。

わずか４・５日の演奏旅行でしたが、内容の濃い素晴らしい演奏旅行が出来た気がします。旅行費は多少かかりまし
たが、お金では買えないくらいの素晴らしい演奏旅行だったと思います。


